英語教育と情報メディア--Moodleおよびself-access learning教材の活用と可能性 by 古荘 智子
論文
英語教育 と情報 メデ ィァ
ーMoodleおよびself-accesslearning教材 の活用 と可能性一
古荘 智子(愛知大学名古屋校舎 語学教育研究室)
要 旨
E‐learning(UseofInternet/Media)bringsdynamismsandalotofpossibilitiesonthe
classroomforforeignlanguageteaching.Itplaysanimportantroleonbreakingthroughthe
problemsthetraditionallanguageclassroomshaveconfrontedforalongtime(e.g.time
constraints,materials,class-size).Thispapershowspracticalwaysusinge-learningmainlyin
theTOEICclassroom.First,IshowoneofthetrialsmakinguseofMoodle.Asananalyzer,Moodle
canbeusefultocheckthestudents'achievementsandfindtheirerrors.Next,Iintroducee-
learningsoftwareprograms,EnglishStudyProgramandEspuzzlewhichhavebeenjustinstalledin
thePCsinAichiUniversityNagoyaInformationMediaCenter.Theseprogramsarepracticalnot
onlyfortheself‐studymaterialsbutfortheteachingaidsinclass.Theyfacilitatestudents'
Englishabilitiesespeciallylisteningskillsandvocabularieseffectivelyandefficiently.The
studentscanachievetheirtaskswhicharesettledontheirEnglishlevelsbytheirownpace.
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はじめに
第二外国語 としての英語教育の現場にお
いて,個 々の学習者が十二分に能力を発揮
するためには,十分な学習時間の中で,習
熟度にあった教材を使い,わ か らないこと
を質問したり,相談できる指導者や仲間と
のインタラクションの場が確保 されている
な どの学習環境が重要な役割を果たす。 し
か し,現実には,そ のような理想的な学習
環境を提供するには難 しい問題点がい くつ
かある。1つには,授業時間が限られている
こと,2つめは,提供 される教材が個々の学
習者 の習熟度 に必ず しも合致 していない こ
と,そ して3つ めには,ク ラスサイ ズや教
室 の大 き さ,形 態,あ るい は使用可能 な機
材(PC・CD・DVD・教材提示装置)な どが考
え られ る。 これ らが満 た され ない場合 には,
学習意欲 が低 下す る原因 になるばか りでな
く,教 員 に とって も授 業運営 に支 障をきた
し,期 待 どお りの指導効果 が得 られ ないな
ど,悪 循環 を招 く恐れ もある。理想 的な学
習環境 とこれ らの現実 との ギャ ップが少 な
い ほ ど,学 習効 果は上が りやす く,教 員 に
とって も学習者 に とって もス トレスの少 な
い,雰 囲気 の よい クラス になるのだが,多
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くの場合,語 学 の教員 は理想 と現実 のギャ
ップ に葛藤 しなが ら,現 実 を理想 に近づ け
るべ く,さ ま ざまな努 力 を試 み るこ とにな
る。
この よ うな 限 られ た学 習 環境 の 中で,
質 ・量 ともに高い授業 を 目指す際 に,メ デ
ィア教材 はひ とつ の有効な手段 として利用
で きる。テ キス トに付属 されている11教
材 は,教 室 内のみ な らず,教 室外で も映像
や音声 を何度 で も繰 り返 し再生で きるた め,
課題や 自主学習用教材 と して も利用価値 が
高い。 さらに,ITの 発達 による,コ ンピュ
ー タによって提供 され るさま ざまな情報 メ
デ ィアを授業 に取 り入 れ るこ とによ り,従
来の限 られ た学習環境 を,無 限の可能性 あ
る環境へ と変化 させ るこ とがで きる。若本
は,Neiman他の従来型の学習 モデル(図1)
に対 し,情 報 メデ ィア利用 の影響 を考慮 し
た学習モデル(図2)を 示 し,「情報 メデ ィ
ア利用 の英語 学習は,従 来 の学習モデル に
ダイナ ミズムを持 たせ る触媒(Catalysis)
の役割 を持 ってい る」 とそ の可能性 を示 し
ている1)。本小論 では,本 学名古屋校舎 にお
い て,主 にTOEICの授業における情報 メデ
ィア活用の一例 として,1)Moodleをアナ ラ
イザ として活用す る方法2)2010年8月 よ
り導入 を許 可 され,使 用が可能 になった,
self-accesslearning用ソフ トウェアの紹
介 と,そ の活 用にお ける効果 につ いて論 じ
る。
5.Dutcome
図1:従 来の学習モデル
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図2:メディア利用の影響を考慮 した学習モデル
2.TOEICの授 業 に お け るMoodleの活用
TOEICの授業 を演習形式で実施する場合,
学習者全員 の正答 率や 誤答の多い箇所 を,
教員 あるい は学習者 自身が瞬時 に把握す る
こ とは,学 習者 の理解度 を把握す る うえで
も,ま たフィー ドバ ック を効率的 に行 う上
にお いて も不 可欠で ある。語学教 育専用の
CALL(ComputerAssistedLanguageLearning)
機材 で は,ア ナ ライザ機 能 を使 って,教 員
側の設定によ り,学生側のPC画 面に正答を
表示 した り,各 問題 に対す るクラス全体 の
正答率 を回答締 め切 りの直後 に表示 させ る
こ とが できる。演 習が終わった時点 で,学
習者 側 の画面 に,個 人の正答数 と正答率 が
表示 され,教 員側 に は学習者 の全デ ータが
管理画面 に よって確認 で きる。今 回は,こ
の アナ ライ ザ と同 じよ うな一 連 の流 れ を
Moodleの機 能 を使用す ることに よって試 み
た。具体的な方法 は以下の とお りである。
2.1問題作成方法
Moodleの問題エデ ィタ機能 では,多 肢選
択形式であるTOEICの解答 を1問 ずつ入力
す る必要 があ るため,時 間 がかか り作業 が
煩雑になる。そ こで,Excelを利用 し原稿を
作成 した。
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管理用の問題名
JスニングPART1-1i
JスニングPART1-2z
JスニングPART2-33
JスニングPART2-44
JスニングPART2-55
JスニングPART2-66
JスニングPART3-77
JスニングPART3-88
JスニングPART3-99
JスニングPART4-100
JスニングPART4-11i
JスニングPART4-122
J一ディングPART5-33
J一デイングPART5-44
J一デイングPART5-55
J一デイングPART5-66
J一デイングPART5-77
1行目
リスニングPART1-1
リスニングPART1-2
リスニングPART2-3
リスニングPART2-4
リスニングPART2-5
リスニングPART2-6
リスニングPART3-7
リスニングPART3-8
リスニングPART3-9
リスニングPART4-10
リスニングPART4-11
リスニングPART4-12
リー ディングPART5-3
リー ディングPART5-4
リー ディングPART5-5
リー ディングPART5-6
リー ディングPART5-7
問題文
2行目
CDの音声を聞いて問
CDの音声を聞いて問
CDの音声を聞いて問
CDの音声を聞いて問
CDの音声を聞いて問
CDの音声を聞いて問
CDの音声を聞いて問
CDの音声を聞いて問
CDの音声を聞いて問
CDの音声を聞いて問
CDの音声を聞いて問
ODの音声を聞いて問
こ答えなさい
こ答えなさい
こ答えなさい
こ答えなさい
こ答えなさい
こ答えなさい
こ答えなさい
こ答えなさい
こ答えなさい
こ答えなさい
こ答えなさい
こ答えなさい
選択肢」.
正解/不正解 回答 正解/不正解
A
A
A
A
A
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
選択肢£ 選択腹3選 択肢4
回答'正解/不正解 回答'正解/不正解
B_CD
BC
B_C
BC
BC
B_C
BO
B_C
BO
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
回答
oC
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
図3:Excelを使 った問題作成画 面
作成 した原稿 をテ キス トファイル に張 り
付 け,「"」を削除 し,文 字 コー ドをUTF-8
で保存す る。次 に,保 存 したデー タをGIFT
形式 としてイ ンポー トす る。
1;;1」スニングPART1-1:[html]くp}1」ユニングFART1-1く〆p}¥nくp}OOσ)音声崔聞 いて問1:答えなさい。く∫p}f『バ 日=rO}
2::リユニングPARTI-2::[h#ml]{p}リユニンヴFART1-,{巾}¥n{p}O即)音声在聞 いて問1:筈えな芒い。/p{ニAxBxxD}
3::リユニングPART3-7::[h#ml]{p}リユニングPART3-7〈加 〉¥n{p}OOσ)音声在聞 いて問1:答えな芒い。{∫p>{闇バ 『OニD}
4::リスニングPARTS-8::[h#ml]{p}リスニンヴPARTS一駅∫口〉勒{口}OOρ)音声在聞 いて問1:答えな芒い。{∫口}{塙泊=『D}
5::1」ユニングPART3-9::[html]{p}1」ユニングPART3-,{〆p}覇{p}O口O音声壷聞 いて問1:答えな芒い.{∫p}f『バrO=口}
図4:イ ン ポ ー ト さ れ る 問 題
作 成 す る問題 の 形式 お よび 問題 数 は,
TOEIC演習で使用す るテキス トの演習問題 に
準 じ(今 回は,リ スニ ングPart.1～Part.4
合計12問,リ ーデ ィングPart.5～Part.7
合計13問),Part.1では,テ キス トに載 っ
てい る写真 を見なが ら,CDか ら流れて くる
4つ の英文(A,B,C,D)より最 も写真の内
容 と近い ものを選び,画 面上のA～Dの いず
れか をク リック し,正 解 に印 を付 け解答す
る。
霧NT12211:Unit2一
◎ ◎ ・ 輌 ・即 ・怖 ・・…-u.ac.j回… ・1・畑 蜘 ・雌
xC'ancm ∈昌5"-W由Print∈X・ 昌 印刷 ▼
鳶 お気に入り 白1硅」愛知六学名古屋情報メデ...
艀1卜」一「12211:Unit2 LL_
1域
得点:-11
1」スニングP,4RT1-1
CDの音 声を聞いて問に答えなさい 。
1つの答えを選択してください。
0
?
?
?
?
図5:学習者解答画面
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Part.2以降も同 じ要領 で,テ キス トの問
題 に沿 って,画 面 上の記号 をク リック して
進 めてい く。 問題全 てが終了 した時点 で,
学習者 の画面 には,合 計得 点,評 点(%)
と各 問題 の正解 が表示 され る。
教員側 の画面で は,受 験 の結 果一覧 が表
示 され,個 々の学 習者 の受験結果,各 問題
ご との平均得点お よび評点,評 点の棒 グラ
フ が 表 示 され る。 ま たデ ー タ は,ODS,
Exce1,テキス トの各 フォーマ ッ トでダ ウン
ロー ドが可能である。
・≪口
、
.ice口
㌔L'
1≪口
、
.ice口
㌔L'
1≪口
、
.ice口
a
1≪口
、
.ice口
、
謙 号・ 開姑騰 購 了一.驕 琵,、。
2010年Oア月 釦10年07月 日/¥7コ日 ヰ
15日1A'1716日1125秒
2did年Oア月2did年O了 月 日//n6
16日14:1ア16日14:2513秒
2014年Oア月 釦10年Oア 月 労5
15日1A'1G16日11252秒
2did年Oア月2did年Oア 月//n3
16日14:1615日14:222秒
2010年Oア月 釦10年07月 労 ヰ
15日1A'1716日1125z秒
2did年Oア月2did年O了 月 ア//n5
16日14:1ア16日14:2550秒
2014年Oア月 釦10年Oア 月 日労 ヨ
15日1A'1G16日1125ヨ1秒
2did年Oア月2did年Oア 月 日//n3
16日14:1615日14:2514秒
図6:正答表示画面
#i-#z-#3一 桝 一#s-#6一 岸7一 認'一 岸9・一.芒10
0.'1〔 川0.'1〔 〕!11'1〔 〕!1〔 〕'11'11f11'1
111111111111〔 〕fi〔 〕'1〔 〕∫11110'11!1
1!11'10.'11!14.'10.'14.r11!11f14.'1
111d!1d!i111d!id!ld.rld11111d!i
0.'1〔 川0.'1〔 〕!11'1〔 〕!1〔 〕'11'11f11'1
d!i111111d!id!iO11111111d11111
0.'1〔 川1'11!1〔 〕!1〔 〕!1〔 〕'11'10.'1〔 〕!1
111111d!1111d!1d!1d.rld!1d!1d!1
図7:教員側学習者管理画面
2.2Moodle活用 の 可能性
CALL機材を使用 したアナライザの場合,
解答の入力は試験を行いなが ら,機械上の
タッチパネルを押せば完了 し,問題が変わ
るたびに原稿を書き直す作業は必要がなく,
教員側の負担は少ない。また解答締め切 り
時間をbeep音によって知 らせて くれ るなど
の機能 もある。 しか しなが ら,Moodleの機
能 を生 か し,以 上の方法 によって,ア ナ ラ
イザ の主機能 を十分 にカバーで きる ことが
示 された。 さらに,Moodleでは,音 声や画
像 をあ らか じめデ ジタル化す るこ とに よっ
て,デ ー タサーバに保 存す るこ とも可能 で
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ある。TOEICで使用す る写真の画像 と,音 声
をサーバー か ら取 り出す よ うにすれ ば,教
室内だ けではなく,自 律学習用のTOEIC演
習 問題 として,教 室外 か らもアクセ ス させ
ることができる。Moodleを利用す るために
必要 な知識 があれ ば,担 当教員 は 自由 自在
にe-Learning用教材 をデザイ ンす ることが
で き,学 習者 の ログイ ン情報や 問題 の正答
率か ら学習履歴や 学習状況 を容易 に把握 で
きる とともに,成 績 の一元管理 まで行 うこ
とができる。
また,Moodleと他のフ リー ソフ トを組み
合 わせ,各 々の ソフ トウェアの長所 を生 か
し,e-Learning用教材 をデ ザイ ンす る試み
もな され ている。全 国英語 教育学会北海道
支 部 の 河 合 ら は,フ リ ー ソ フ トHot
Potatoesを用い問題 を作成 し,Moodleにイ
ンポー トす る方法 を採 用 し,英 検の過去 問
題 を提供 してい るこ とを報告 してい る2)。
HotPotatoesは教員 であれ ば,だ れで も登
録 し,使 用 が可能 な無料 ソフ トで,問 題 の
バ リエー シ ョン も豊 富で,作 成方法 はシン
プルで使 いやすい。 このよ うに,Moodleと
他の学習支援用 ソフ トとのHybridによ り,
英語の授業環境 は進化 の可能性 を さらに広
げていくことができよ う。
1.問 題 デ ー タの 入 力
HQtP。tatoesの6種類の問題作成ノフトのなかから1種類を選択し、メニュー ペ シーのアイコン
をタフルクリックして開きます。
各問題作成画面のガイドは下の絵をクリッ久・てこ覧下ざい。
図8:HotPotatoes問題作 成 画面
3.self-accesslearning教材 の 活 用
次に,2010年8月 に名古屋情報メデ ィア
セ ンターか ら導入 を許可 され た2種 類 の
self-accesslearning用ソフ トウェアにつ
い て紹介す る。 これ らの ソフ トウェアは,
い わゆる大学の授 業用教材 として作成 され
た ものではな く,日 常英語 の上達 を 目指 す
一般 の英語 学習者 向 けに市販 され てい るソ
フ トウェアである3)。したがって,語 彙 の抽
出方法 な ど理論 的側面か らは問題点 もあ る
が,音 響や 映像な どを効果的 に使 い,五 感
を使 って楽 しく学習で きるよ う細 かな工夫
がな され てい るため,英 語学習 に嫌悪感 を
抱 いている学習者 に も抵抗 な く受 け入れ ら
れ易 く,心 理 的負 担が少 ない とい う点にお
い て教育効果 が期待で きる。 なお,こ れ ら
の ソフ トウェアは,名 古屋情報 メデ ィアセ
ンター の管理 す る実習室及び,メ デ ィアゾ
ー ン,オ ープ ンフロア に設置 され てい るコ
ン ピュー タ全 てに導入 されてお り,教 員,
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学生の誰 もが 自由に使 用可能で ある(フ ァ
イルの格納場所 は,ス ター トメニ ュー→全
てのプ ログ ラム→ESP)。次 に個々の ソフ ト
ウェアを簡単に紹介す る。
3.1EnglishStudyProgram(ESP)
日常生活用語1,200語を使い,単 語 の確
認,リ スニングか らデ ィクテー シ ョン,シ
ャ ドーイ ングの練 習を 目的 とした学習用 ソ
フ トウェアである。始 め にキー ワー ドとな
る単語 が読み 上げ られ,タ イプア ウ トす る
と,次 にキー ワー ドを含む6～8語 か らなる
1セ ンテ ンスが流れ る。音声 を聞き取 り,キ
ー ボー ドか ら全文 を タイプア ウ トしてい く
とい う形式 で,1Lessonが10ユニ ッ ト(1
ユニ ッ トは10問)で 構成 されてい る。デ ィ
クテー シ ョンの途 中で,音 声 を何度 で も再
生す るこ とが可能 で,日 本語和訳 もヒン ト
として参照す る ことがで きる。ゲー ム性 を
取 り入れ,正 解す る とポイ ン トが付 くシス
テ ムになってお り,ノ ー ヒン トで正解す る
と高得点 を取得す る ことがで きる。 また,
学んだ単語 を単語 帳へ記録 してお くこ とも
で き,単 語帳 は学 習者 の好み に応 じて管理
ができる。
図9:ESP学習画面
ロおにロロ　　
:ぜ'
u▼▼・「型
彼は公立 図書館へ 、勉 強する為に行きました。 ● 、
He'sgoneto_
・留
N
aza
泰 晶濫
図10:ESPディクテーシ ョン学習画面
3.2Espuzzle
アナグラムを取 り入れた語彙力増強用の
学習 ソフ トである。映像の美 しさや音響面
における効果 と,ゲーム感覚を取 り入れ,
学習者が楽 しく飽 きることなく語彙の学習
に取 り組めるよう工夫されている。画面上
にランダムに提示されたアルファベ ットを
自由に並び替え,3文字～8文字からなる単
語を作っていく。学習者が作成 した単語の
文字数(letterの数)に よって得点が加算
愛知大学情報メディアセンター 7 Vol.21,No.1,2011
され,一 定 の得点 以上にな る と次の ステ ッ
プへ と進む こ とがで きる。また ヒン トか ら
は,ス ペル の先頭 に来 る文字 と,日 本語訳
が得 られる。
lb昌開 層 脚 冒,,層,噂,,冒,¶ 翼コ曜鳳T
r,,T,,ヤ 國
1寵
◎1竪け 耐轟1㎜
R$
図11:Espuzzle語彙 学 習画 面
3.3補助教材 としての利用効果
1
これ らのソフ トウェアは,TOEICの教材用
に開発 され た ものではないが,適 宜授業へ
取 り入れ,補 助教材 と して使用す るこ とに
よ り語学力 の向上に有効であ る と考 えてい
る。次章では,TOEICの授業 にお ける現状 と
その 問題点 に関連 させ て,こ れ らソフ トの
利用法お よび教 育効果 について検討 をす る。
3.3.1リスニングを中心とした総合力アップ
2010年春 学期 に担 当ク ラス(TOEICI×6
クラスお よびTOEICIII×1クラス)に おい
て,授 業 内で任意 に実施 した アンケー ト調
査 による と,大 半の受 講者 が 「リス ニング
は リーデ ィング よ り苦 手」 であ る と感 じ,
「もっ とリスニ ングカ を磨 きたい」 と回答
してい る。受講者 の声を反映 しリス ニング
力 の向上 を 目指す ことを意識 し,春 学期 の
授業 では授業 内外で積 極的 にデ ィクテーシ
ョンを取 り入 れて きた。デ ィクテー シ ョン
お よびデ ィクテー シ ョンテス トの効果 と有
効性 につ いては,既 に多 くの研究者(た と
え ば,Oller4),FountainandNation5),
Buck6))によって指摘 され てい るに ように,
リスニ ングスキルだ けで な く,短 期記憶 と
ライテ ィング能力 を必要 とす る英語 の統 合
的 な能力 を測 る効果が ある。つ ま り,音 声
を聞き取 り,そ れ をスペル ア ウ トしてい く
とい う作業 は,単 語 と単語 のつ なが りに よ
る,細 かな音 の変化や脱落 な ど音韻 面に注
意 を向け させ,リ スニ ング特有 のスキル を
向上 させ る効 果があ り,そ れ とともに文 法
や スペ リングの正確 さ,語 彙知識 な ど,総
合的な英語力の向上にも効果 がある。
教室内では,CDプ レーヤ を使 ってデ ィク
テー シ ョン作 業 をす るこ とになるが,レ ベ
ル別 ク ラスであって も,個 人差 は否 めず,
またフルディクテーシ ョンの場合には,1セ
ンテ ンスを何度 も繰 り返 して流す必要 があ
り,時 間の都 合上,学 習者全員 が納得 のい
くまで1つ の問題に時間を割 くことが難 し
い。 そのため学習者 によって は,未 消化 の
まま答 え合 わせ へ と進 まざるを得ず,学 習
に対す る達成感 や満足感が得 られ ないな ど
の問題 があった。 この よ うな問題 を,自 律
学習用 ソフ トウェア を利用す るこ とに よっ
て,解 消す ることが可能 となる。 同 じ教 室
内であって も,個 人の レベルや学習 ス ピー
ドに応 じた課題 を選択す るこ とに よ り,空
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まわ りす るこ とな く,じ っ く りと問題 に取
り組む こ とができ,着 実 にカ をつ けてい く
こ とが できる。教材 の難 易度や教員 の授業
ペース が問題 とな り,落 ちこぼれて しまっ
た り,嫌 気 が さす といった,教 員主導型 の
授 業で は避 け られ なかった問題が解消 され
るで あろ う。 そ して も う一つの メ リッ トと
して は,と か く無 味乾燥で単調 にな りがち
なTOEICの授業 に,変 化 と刺激 をもた らし,
学生の興味 を引きつ ける1つ の補助教材 と
しても,利 用価値は大 きい と思われ る。
3.3.2語彙 力 の 強化
語彙 力は第二言語習得 に とって重要 な要
素の1つ である。語彙力 とTOEICなどの標
準テス トとの関連性 については,TOEICで高
得点(600点以上)を 取得 した 日本人大学生
は,VocabularyLevelsTest7)の得 点 が25
点(30点 中)以 上であった ことが報告 され
ている8)。また,リ スニングの授業において
語彙の辞書調べ課題 を与 え,リ スニ ング と
語 彙 力 の 関連 性 につ い て 調 査 した結 果,
「TOEICで測定 され るよ うな語学力の向上の
た めには,1)2,000語レベル をで きるだけ
早 くマスター させ ること,2)3,000語レベ
ルの得点 の向上を 目指 した語彙指導 の重要
性」が指摘 されている9)。
一方 ,語 彙 を どの よ うに習得 させ るか と
い う問題 につ いて も,多 くの議論が な され
てい る。 た とえば,日 本人大学生 を対象 に
お こなわれ た研究 として,今 井,古 荘,布
施,三 根 は,通 常の リスニ ング教育 の中で,
付加 的に導入 した辞書調べ活動 の語彙 レベ
ル の違 い と語 学力の伸び につい ての関連性
を検証 してい る10)。
Espuzzleの特長の1つ は,ゲ ームの遂行
と目標達成 のための 「手段」 として英語 を
使用す る感覚 が強 く,学 習者 は英語語彙 を
「学習」 してい る環境 に在 るこ とをあま り
意識す る ことな く,語 彙の習得 に取 り組 む
こ とができ る。英 語が苦手 である,英 語 学
習 が苦痛 であ ると感 じる学習者 に とっては,
心理 的負担 を負 うことな く,興 味 と関心を
持 って学習ができる。
も うひ とつ の特長 と して は,問 題 に対 す
る解答 として求め られ る単語 が,1つ ではな
く,複 数存在 してい るた め,語 彙知識 が少
ない学習者 であって も,い くつ かの単語 を
解答 できる点であ る。 また,ア ル フ ァベ ッ
トを並び替 え,思 考錯 誤 を繰 り返す ことに
よ り,新 しい単語 の存在 を 「発見」 した り,
知 っていて も思いつか なか った語 を 「再発
見」す る ことに よ り,個 々 の学習者 が持 つ
語彙 の世界 を広げてい くこ とができる。 限
られ た文字 を使 用 し,既 知語 と関連 させ な
が ら未知語 を習得 してい くこ とに よ り,既
知語 を中心 と した語彙のネ ッ トワー クを拡
大 してい くことがで きる。新 しい単語 を学
習す る とい うことは,学 習者 がす でに もっ
ている知識 に新 しい情報 を付 け加 える こと
に他 な らない。そ して,そ のよ うな学習 が
効率 的に,か つ正確 にな され るためには,
新 しい情報 を どの よ うなことに関連づ けて,
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提示す るかが重要 な鍵 とな る。その意味 に
おいて も,本 ソフ トにお ける教育的効果 は
高い と思われる。
2010年度後期の授業 では,PC設置 の自習
室 を借 りるこ とが可能 な クラス におい て,
通常教室ではCDプ レーヤを使用 し実施 して
いた10分～15分程度 のディクテーシ ョンお
よび語彙学習 を,今 回導入 された ソフ トウ
ェアを用い て実施す る予定で ある。そ の教
育的効果 については,VLT,TOEICのデータ
と関連 させ,調 査 ・分析 を行 ってい くとと
もに,学 習者 の心理 面にお ける効果 につ い
て も調査 していきたい。
意 味にお いて,情 報 メデ ィアセ ンターの存
在 は必要 不可欠であ り,語 学 の教員 に とっ
て心強い味方であるといえる。
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4.む すび
本学 でTOEICの授業を担 当す る中で,情
報 メデ ィアを取 り入れ た実践例 として,ア
ナ ライザ としてのMoodleの利用法について
ま とめた。後半では,2010年8月 か ら名古
屋情報 メデ ィアセ ンター よ り導入 を許可 さ
れ,使 用 が 可 能 と な っ たself-access
learning用ソフ トウェアについて紹介 し,
その特長 と授業 で利用 した場合の効果 につ
いて検討 した。学 習者 が生 き生 き と,興 味
と関心 を持 って意欲 的に授 業 に参加す る姿
を見 るこ とができるのは,教 員 に とって何
よ りの願い であ り希 望であ る。限 りある授
業時 間を効率 よく使 い,学 習者 に とってよ
りよい授業環境 を提供 す るた めにも,情 報
メデ ィアは語学 の教員 に とって,今 後 ます
ます重要 な役割 を担 うこと となろ う。 その
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